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1 はじめに 
駅や空港などの公共空間において，残響や

雑音の影響によりアナウンス音などの拡声音

の聴取が難しい場合がある。従って，公共空

間でより多くの人々に的確な音声伝達を行う

ためには，残響や雑音を軽減することが必要

となる。公共空間での音声明瞭度改善には，

電気音響的手法[1-3]に加え，明瞭な発話，いわ

ゆる clear speech や，遅い発話速度（話速）な

ど発話者側の検討も報告されている[4-6]。 
本研究の目的は，残響下で聞きとりやすい

音声の特徴の検討である。前報[7]では，発話

者・発話スタイル・話速が残響下での高齢者

の音声知覚に与える影響を調べた。前報[7]で

得られた発話者の特徴と明瞭度の関係が高齢

者に固有な傾向か，それとも若年者にも同様

の傾向がみられるかを検討するため，本稿で

は，発話者・発話スタイル・話速が残響下で

の若年者の音声知覚に与える影響を調べた。 

2 聴取実験 
2.1 参加者 

参加者は，日本語を母語とする若年者 21
名（男性 7 名，女性 17 名，平均年齢 23 才)
であった。参加者の気導聴力レベルは

125-8kHz の範囲で 20dB 以下であった。 
2.2 刺激 
刺激は先行研究[4]と同じである。Table 1 に

使用した条件を示す。原音声は，日本語の音

素配列に従う 2 モーラの無意味単語 20 種類

（子音/p, t, k, b, d, , s, , h, z, , m, n/，母音

/a, i/を使用）をターゲットとし，それをキャ

リアセンテンスに挿入したものとした。 
発話者は，発話訓練経験のある 4 名（訓練

話者 T1-4，平均年齢 28 才），発話訓練経験の

ない 3 名（非訓練話者 T5-7，平均年齢 23 才）

であり，原音声に対して話速を変えずに通常

（N）と明瞭（CL）に発話するよう教示した。

話速は，録音時の話速（SR1）と，刺激の長 

Table 1 本研究で使用した条件 

 
 
さが SR1 に対して 1.2 倍になるような話速

（SR2）を人工的に作成したものとした。残

響条件は，多目的ホールで測定されたインパ

ルス応答（R1，残響時間 1.1 s）と，R1 の指

数包絡を変化させて残響時間を長くしたもの

（R2，残響時間 1.8 s）とした。 
総刺激数は計 1120（7 発話者×2 発話スタ

イル×2話速×2インパルス応答×20語）で，

全刺激に対しA特性を加味したエネルギが等

しくなるような正規化を行った。 
2.3 手順 
手順は，回答方法以外は先行研究[4]と同じ

である。聴取実験は参加者ごとに防音室内で

行い，刺激はヘッドフォン（STAX SR-303）
から diotic で提示した。各試行では刺激を一

度提示し，参加者には聞こえたターゲットの

2 モーラ語をコンピュータの画面に表示され

た選択肢から一つ選ばせた。各参加者に対し

て，2 話者分の計 320 刺激をランダムな順で

提示した。 
2.4 結果 

Fig. 1 に全体の結果を，Fig. 2 に発話スタイ

ル・発話速度・残響条件別の結果を示す。話

者，発話スタイル，話速，残響に対する分散

分析を行ったところ，話者による主効果，発

話スタイルによる主効果，残響による主効果，

残響・話者の交互作用，残響・発話スタイル・

発話速度・話者の交互作用が 5%水準で有意

であった。また，T1 と T2，T1 と T3，T2 と

T4，T3 と T4，T4 と T7 間に 5%水準で有意差

がみられた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 考察 
話者によって正解率は異なり，必ずしも発

話訓練によって正解率が上昇するわけではな

かった。これは前報[7]と似た傾向であった。  
残響時間が長くなると明瞭度は低下した。

この傾向は前報[7]と一致した。 
明瞭な発話の方が通常の発話よりも正解率

が低下し，この傾向は前報[7]と一致した。そ

の原因として，明瞭な発話では子音と共に母

音が強調されて発話され，子音に付加される

第 1 母音からの overlap-masking 量が増加して

子音の明瞭度が低下した可能性がある。ター

ゲットは前報[7]と同じ単語を使用しているた

め，前報[7]でも同様の可能性があったと考え

られる。 
この可能性を調査するため，発話者に対す

る第一母音 /a/と子音のインテンシティ比

（VCR）を計算した。T2 では/aza/，T5 では

/ata, ada/で CL が N より 5dB 以上増加したが,

平均をとると CL と N はほぼ同じであった。

CL の発話は語や発話者によって異なるよう

であり，今後の調査が期待される。 
話速による正解率の差はなく，この傾向は

前報[7]と一致した。クリーン環境や雑音下で

は話速を遅くすると音声明瞭度が増加するが
[6] ，残響下では単に話速を遅くすると

overlap-masking 量が同時に増加するため，明

瞭度に差が現れなかったと考えられる[8]。 

4 おわりに 
残響下での若年者の音声明瞭度は発話者だ

けではなく、話し方によっても変化し，明瞭

な発話や遅い話速による明瞭度改善は得られ

なかった。本研究では無意味単語を用いてい

るため，参加者が意味情報を利用できないこ

とや，また比較的長い残響時間を持つ条件を

使用しており，これらにより先行研究[5-7]と異

なる結果となったと考えられる。一方，本稿

では正解率は前報[7]に比べ上昇したものの傾

向は似ていることから，発話者・発話スタイ

ル・話速が音声知覚に与える影響は聴力や時

間分解能よりも信号の音響的な要素が関連し

ていると考えられる。今後は，音響特性のさ

らなる分析を行い，残響下で聞きとりやすい

音声の特徴を検討したい。  
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Fig. 2 発話スタ

イ ル ・ 発 話 速

度・残響条件別
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Fig. 1 実験結果（T: 発話者，N・CL: 発
話スタイル，SR: 話速，R: 残響） 
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